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国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
は
昨
年
11
月
、
２
週
間

に
わ
た
り
、
東
京
セ
ン
タ
ー

で
２
０
２
５
年
度
課
題
別
研

修
「
水
道
管
理
行
政
及
び
水

道
事
業
経
営
Ｂ
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
能
力
強
化
研
修
「
水
道
」

コ
ー
ス
を
実
施
し
た
。
途
上

国
の
水
道
事
業
体
職
員
を
対

象
と
す
る
課
題
別
研
修
と
国

内
事
業
体
職
員
の
国
際
協
力

ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る
能
力

強
化
研
修
を
合
同
で
行
う
も

の
。
研
修
の
計
画
・
実
施
は

国
際
厚
生
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）
が
担
当
し
た
。

国
内
９
水
道
事
業
体
か
ら

の
日
本
人
参
加
者
は
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
意
見
交
換

を
通
じ
て
途
上
国
の
水
道
事

業
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
海
外
研

修
員
の
事
業
改
善
案
作
成
に

協
力
し
た
。
▽
ヨ
ル
ダ
ン
▽

ラ
オ
ス
▽
パ
レ
ス
チ
ナ
▽
ル

ワ
ン
ダ
▽
南
ス
ー
ダ
ン
▽
ウ

ガ
ン
ダ
▽
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

―
の
７
カ
国
か
ら
来
日
し
た

８
人
の
海
外
研
修
員
は
、
顧

客
対
応
や
料
金
収
納
、
無
収

水
対
策
、
漏
水
調
査
、
水
安

全
計
画
策
定
等
に
つ
い
て
学

ぶ
と
と
も
に
、
日
本
人
参
加

者
と
と
も
に
帰
国
後
に
組
織

内
で
共
有
で
き
る
事
業
改

善
案
の
策
定
を
図
っ
た
。ま

た
、水
資
源
機
構
の
秋
ヶ
瀬

取
水
堰
、
東
京
都
水
道
局
の

朝
霞
浄
水
場
、
富
士
市
上
下

水
道
部
の
水
源
地
や
配
水
池

と
い
っ
た
施
設
の
視
察
を
実

施
。
森
田
鉄
工
所
の
バ
ル
ブ

工
場
視
察
や
フ
ジ
テ
コ
ム
で

の
漏
水
調
査
体
験
も
行
っ

た
。研

修
最
終
日
に
開
か
れ
た

閉
講
式
で
は
、
海
外
研
修
員

を
代
表
し
て
南
ス
ー
ダ
ン
の

マ
ジ
ョ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ッ
ト
・

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ド
ゥ
オ
ム
氏

が
「
我
々
は
多
様
な
背
景
を

持
つ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
持
続

可
能
性
を
向
上
さ
せ
る
と
い

う
決
意
は
共
通
し
て
い
る
。

研
修
を
通
じ
水
道
シ
ス
テ
ム

へ
の
理
解
を
深
め
る
だ
け
で

な
く
、
日
本
の
持
つ
重
要
な

水
資
源
の
効
果
的
な
管
理
能

力
を
学
び
、
今
後
の
活
動
を

形
作
る
経
験
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
を
継
続
的
な

協
力
と
革
新
の
始
ま
り
と
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

日
本
人
参
加
者
を
代
表
し

て
マ
ジ
ョ
ッ
ク
氏
と
ペ
ア

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
谷
口
久
美

子
・
東
京
都
水
道
局
研
修
・

開
発
セ
ン
タ
ー
研
修
課
課
長

代
理
は
「
海
外
の
水
道
に
お

い
て
日
本
の
ど
の
よ
う
な
技

術
が
役
に
立
つ
の
か
知
り
た

い
と
考
え
、
研
修
に
参
加
し

た
。
日
本
の
技
術
力
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
現
状
で

満
足
し
て
い
て
は
い
け
な
い

と
も
感
じ
た
。
都
に
戻
っ
た

ら
さ
ら
に
自
己
研
鑽
を
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。
ま

た
、
岩
崎
昭
宏
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

東
京
セ
ン
タ
ー
次
長
は
「
こ

の
２
週
間
は
長
く
続
く
友
情

の
始
ま
り
と
な
る
。
帰
国

後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

る
」、
片
岡
佳
和
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
専
務
理
事
は
「
研

修
の
思
い
出
が
忘
れ
ら
れ
な

い
も
の
と
な
り
、
参
加
者
同

士
の
友
情
が
長
く
続
く
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

研
修
を
振
り
返
り
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
田
中
健
夫
・

技
術
参
与
は
「
地
域
も
言
語

も
抱
え
る
課
題
も
異
な
る

人
々
が
同
じ
環
境
で
学
び
、

お
互
い
の
気
づ
き
を
共
有
し

た
。
こ
れ
か
ら
拡
張
時
代
を

迎
え
る
国
の
事
業
に
触
れ
る

こ
と
は
、
維
持
管
理
時
代
の

日
本
の
技
術
者
に
と
っ
て
も

良
い
刺
激
と
な
っ
た
と
考
え

て
い
る
」
と
話
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｗ
Ｅ

Ｌ
Ｓ
は
９
月
に
も
課
題
別
研

修
「
水
道
管
理
行
政
及
び
水

道
事
業
経
営
Ａ
」
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
▽
カ
ン

ボ
ジ
ア
▽
東
テ
ィ
モ
ー
ル
▽

パ
キ
ス
タ
ン
▽
ソ
ロ
モ
ン
▽

ア
ン
ゴ
ラ
▽
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

▽
ス
ー
ダ
ン
▽
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
―
の
８
カ
国
か
ら
来
日

し
た
研
修
員
が
、
講
義
や
演

習
、
施
設
視
察
等
を
通
じ
て

事
業
改
善
案
の
策
定
等
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
研
修
員
か
ら

は
「
施
設
視
察
で
見
た
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
自
動

運
転
や
継
続
監
視
、
取
水
工

程
の
砂
分
離
装
置
が
印
象
的

だ
っ
た
」「
日
本
の
技
術
の

根
底
に
あ
る
予
防
保
全
・
効

率
性
・
透
明
性
の
原
則
は

我
々
の
国
で
も
基
本
的
な
レ

ベ
ル
で
応
用
で
き
る
と
思

う
」「
メ
ー
カ
ー
工
場
視
察

で
は
厳
格
な
品
質
管
理
と
一

つ
ひ
と
つ
の
信
頼
性
・
耐
久

性
を
確
保
す
る
最
新
技
術
の

活
用
が
印
象
的
だ
っ
た
」「
漏

水
検
知
や
水
道
管
の
埋
設
深

度
計
測
が
可
能
な
装
置
は
興

味
深
く
、
自
国
で
の
活
用
も

イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」「
研
修

を
通
じ
、
自
分
た
ち
の
現
状

や
目
指
す
べ
き
方
向
を
知
る

良
い
機
会
と
な
っ
た
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

閉講式に集まった研修参加者と関係者（11月）

漏水調査体験の様子（９月）

日本と海外の水道技術者が合同研修

ＪＩＣＡ 国際協力人材の育成図る




